農産物販売および営農意向実態調査
この調査は、地域の農産物がどのように消費者へ供給されているのか、また営農の実態調査です。つきましては、令和５年１月から令和５年１２月までの状況について、できる限り記入くださるよう御協力をお願いいたします。（設問によっては、今後の方向性をお聞きしています）
なお、本票の提出は書類が入っていた封筒に入れて、１月２９日(月)までに各班長様宛に提出くださるよう併せてお願いいたします。
問１．あなたの所属農家組合名と氏名を記入ください。
組合名：                            氏  名：                            

問２．あなたのお宅には農園名・呼び名がありますか。該当する番号を○で囲んでください。
また、「②ある」を選択した場合、名称も記入してください。（○○農園、□△農場など）

　　　①　な　い　　　　　　②　あ　る　農園名等：　　　　　　　　　　　　　　　　　
(農産物販売実態調査)
問３．あなたのお宅では、農産物をどのように販売していますか。該当するすべてにチェックを付け、具体的な名称等を記入ください。（複数ある場合はすべて記入してください）
	番号
	該当があればすべてに☑
	出荷先
	該当する項目すべてに☑してください。
また、名称等は具体的に記入してください。

	①
	□
	JA共販センター
	□東部第一共販センター
□その他

(　　　　　　　　　　　　　　　　　)

	②
	□
	市場へ持ち込み出荷
	□所沢総合食品地方卸売市場
□上福岡青果市場

□浦和中央青果市場

□その他


	③
	□
	農産物直売所（有人）へ出荷
	□あぐれっしゅふじみ野

□あぐれっしゅ川越

□あぐれっしゅげんき村
□いるマルシェ
□食の駅パサール三芳店

□食の駅所沢店　□その他
	主な取り扱い品目

	
	
	
	
	年間推定販売金額(万円)

	
	
	
	
	直売所名

	番号
	該当があればすべてに☑
	出荷先
	該当する項目すべてに☑してください。
また、名称等は具体的に記入してください。

	④
	□
	農産物直売所（無人）へ出荷

（無人の施設において販売する方法）
	設置場所
	

	
	
	
	主な取り扱い品目
	

	
	
	
	年間推定販売金額（万円）
	円

	⑤
	□
	庭先販売

（農家の庭先において販売する方法）
	主な取り扱い品目
	

	
	
	
	開設時期
	

	
	
	
	年間推定販売金額（万円）
	円

	⑥
	□
	出張販売

（市街地に赴いて販売する方法）
	名称
	

	
	
	
	参加農家数
	軒

	
	
	
	開設場所
	

	
	
	
	開設時期
	

	
	
	
	主な取り扱い品目
	

	
	
	
	年間推定販売金額（万円）
	円

	⑦
	□
	契約販売(個人)で値段・数量・規格・期間などを小売店や百貨店等と契約して販売

（例：まるひろ　など）
	(契約先名)



	⑧
	□
	契約販売（グループ・組合等）で値段・数量・規格・期間などを小売店や企業等と契約して販売

（例：ヨーカドー・西友など）
	団体名
	

	
	
	
	代表者名
	

	
	
	
	参加農家数
	軒

	
	
	
	契約先名
	

	
	
	
	主な取り扱い品目
	

	
	
	
	年間推定販売金額（万円）
	円

	番号
	該当があればすべてに☑
	出荷先
	該当する項目すべてに☑してください。
また、名称等は具体的に記入してください。

	⑨
	□
	特約店販売(個人)で小売店等に産直コーナーを設置し販売（例　ヤオコーなど）
	（特約店名）

	⑩
	□
	特約店販売（グループ・組合等）で小売店等に産直コーナーを設置し販売

（例　イオン・コモディなど）
	団体名
	

	
	
	
	代表者名
	

	
	
	
	参加農家数
	軒

	
	
	
	契約先名
	

	
	
	
	主な取り扱い品目
	

	
	
	
	年間推定販売金額（万円）
	円

	⑪
	□
	個人もしくは団体で飲食店に食材として直接販売
	店舗名
	

	
	
	
	主な取り扱い品目
	

	⑫
	□
	個人もしくは団体で加工用原材料（カット野菜用）として出荷・販売
	販売先名
	

	
	
	
	主な取り扱い品目
	

	
	
	
	代表者名
	

	⑬
	□
	宅送販売

(インターネット販売・郵便局窓口活用等を含む)
	団体名
	

	
	
	
	代表者名
	

	
	
	
	参加農家数
	軒

	
	
	
	実施時期
	

	
	
	
	主な取り扱い品目
	

	
	
	
	主な注文方法
	□郵便局窓口

□ＨＰ　　□ＤＭ

□その他（　　　　　）

	
	
	
	年間推定販売金額（万円）
	円

	番号
	該当があればすべてに☑
	出荷先
	該当する項目すべてに☑してください。
また、名称等は具体的に記入してください。

	⑭
	□
	定期的な朝市・夕市にて販売
	名称
	

	
	
	
	参加農家数
	軒

	
	
	
	開設場所
	

	
	
	
	開設時期
	

	
	
	
	主な取り扱い品目
	

	
	
	
	年間推定販売金額（万円）
	円

	⑮
	□
	観光農園を開設して販売
	名称
	

	
	
	
	参加農家数
	軒

	
	
	
	区分
	□もぎ取り

□株売り

□その他（　　　　　）

	
	
	
	開設時期
	

	
	
	
	駐車場
	□駐車場有（　　台分）

□駐車場無

	
	
	
	主な取扱い

品目
	円

	
	
	
	入園料

及び単価
	入園料（1人　　　円）

販売単価（　　　　円）

（　　ｇ・　　　株）

	
	
	
	年間推定販売金額（万円）
	円


問４．みよし野菜をＰＲするため、直売所マップや町ＨＰ等に掲載してもよろしいでしょうか。

	1
	直売所等の情報の公開
	可　　　・　　　不可

	２
	ＨＰアドレス
	


（営農意向実態調査）　
問５.現在、経営上の課題がありますか。該当する項目すべてに☑してください。

 □家族労働力不足


 □雇用労働力不足


 □後継者難


 □収入不安定（農業所得の減少）


 □経費増加


 □農業機械の導入または更新


 □耕作面積の維持困難


 □その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）


 □特になし

問６.経営安定化を図るため、今後どのような対応が必要だと考えていますか。該当する項目す
べてに☑してください。

 □耕作面積を増やす（規模拡大）

□作業効率を上げる

□経費削減　　　　　　　　


 □販路拡大を図る







 □農産物の付加価値を上げる（特別栽培制度等）


 □補助金を積極的に活用する


 □農産物のPRを推進する（ホームページ等を作成し情報発信する）


 □消費者との直接交流の機会を増やす


 □法人化を図る


 □その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
問７.今後、農産物の販売に対して、新たに取り組みたいことはありますか。該当する項目すべてに☑してください。

 □農産物の直売


 □農産物の加工


 □契約販売（個人・小売店・飲食店等）


 □インターネットを利用した販売


 □カタログ販売参入


 □海外への輸出


 □その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
問８.経営・営農技術・補助金などの必要な情報をどのように収集していますか。該当する項目
に☑してください。

□インターネットで検索


□農家組合を通じた配布物


□農協からの情報提供


□県振興センター職員からの情報提供


□特になし
問９.新規就農についてお聞きします。該当する項目について☑してください。

□自分の地域に新規参入者は必要


□自分の地域には必要ないが、町全体では必要


□新規参入者は必要ない

問１０.新規就農者の受け入れについてお聞きします。該当する項目について☑してください。

□新規参入者の研修には協力できる


□新規参入後の営農や生活に協力できる

□協力できない
問１１.農作業事故についてお聞きします。令和5年1月から令和5年12月までの期間で該当
する項目に☑してください。
　　　□農作業事故があった。


□農作業事故はなかった。
　　　※農作業事故とは、農作業中に生じた人的被害を伴う全ての事故であり、農業生産活動に伴う、一切の作業を言い、農業生産資材の調達や運搬、農機具及び農業施設の修理・整備並びに市場までの出荷に伴う作業。
問１２.問１１で農作業事故があったに☑した方にお聞きします。

事故の状況についてお書きください。


問１３.野生鳥獣による農作物への被害状況についてお聞きします。令和5年1月から令和5年12月までの期間で該当する項目に☑してください。
· 鳥獣被害があった　
· 鳥獣被害がなかった（→問１６へ）
　　
　問１４.農作物を荒らした鳥獣の種類はどれですか。
　　　　鳥類　□カラス、□スズメ，□ムクドリ、□ハト、□その他（　　　　　　　　　）
獣類  □アライグマ、□タヌキ、□ハクビシン、その他（　　　　　　　　　　　）
　 
 問１５.被害にあった作物、被害面積および被害金額等はどれくらいですか。
　　作物名（　　　　　　）被害面積（　　　）㎡、被害量（　　　）kg、被害額（　　　）万円
　　作物名（　　　　　　）被害面積（　　　）㎡、被害量（　　　）kg、被害額（　　　）万円

　　作物名（　　　　　　）被害面積（　　　）㎡、被害量（　　　）kg、被害額（　　　）万円

問１６.地力対策についてお聞きします。現在取り組んでいる地力対策について該当するものをすべて☑してください。

□緑肥の利用（休閑緑肥・後作緑肥）


□落ち葉堆肥の施肥


□有機質資材の施肥


□輪作体系の維持


□土壌改良資材の施用


□その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
問１７.落ち葉掃きについてお聞きします。令和5年1月から令和5年12月までの期間で、平地林の落ち葉掃きをしましたか（平地林の所有如何にかかわらず）。

□行った　　（　所有林　・　他所地　）（概ね　　　　　　㎡）

□行っていない

問１８.問１７で落ち葉掃きを行った方にお聞きします。掃いた落ち葉の利用方法を教えてください。

□堆肥


□苗床


□その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）


□活用なし

問１９.平地林を所有している方にお聞きします。現在、お宅で所有している平地林を定期的に整備(下草刈・枯木除去等)していますか（一部のみ整備も含む）。該当する項目に☑してください。

□している


□していない（→問２１へ）
問２０.問１９で平地林を定期的に整備しているに☑した方にお聞きします。

今後とも平地林の整備を続けていきたいと感じていますか。該当する項目に☑してくだい。

□所有者が主体で続けたい


□協力者（ボランティア等）の協力を受けて続けたい


□特に続けたいと思わない。

問２１.問１９で平地林を定期的な整備をしていないに☑した方にお聞きします。

今後、平地林の整備に対する支援・助成等があれば整備をしたいと思いますか。


□思う


□思わない
問２２.農業行政についてなど何かご意見がありましたら、ご自由にご記入ください。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
問4関連：直売所の所在地略図（地図のコピー等可）

※複数お持ちの方は、それぞれご記入ください。
【農業振興担当より】

　　この調査は、三芳町の農業の現況と今後想定される問題を把握するために実施しています。

　設問の内容によっては、個人情報に関することもお聞きしますが、回答頂いた内容については、

　情報管理の適正化と個人を特定できるような公表は致しません。

お忙しいところ、最後までご協力いただきありがとうございました。
（書類が入っていた封筒に入れて、1月29日(月)までに各班長様宛に提出ください。）
直売所等を複数お持ちの方は裏面に記入ください









